
 2023年も残すところ 1週間あまりとなりました。 

 今年の世相を表す漢字は「税」でしたが、鹿小の今年の一字には「声」の字が頭に浮

かんできました。それは、毎朝校門や校庭で登校する子どもたちとあいさつをかわす声

と廊下や教室から聞こえる元気な声の印象が強いからです。  

運動会での「声援」や応援団の「声」、職員室に入るときのあいさつの「声」のイメージもあります。児童アン

ケートでも、「あいさつを積極的に取り組んだ」や地域の人や先生に「自分からあいさつしたら褒められた」と

いう記述が多かったです。あいさつだけでなく、「何か失敗してしまった時に、友だちから『気にしないで』

『大丈夫』等の声をかけられ安心したし、うれしかったです」と書いた子もいました。人と人を繋ぐ声かけや励

ましの声に支えられ、元気で健気にがんばる子どもの姿が目に浮かびます。人を傷つけ、関係性を断ち切る

ような声ではなく人と人を繋ぎ、支え励ます声を大切にしたいと改めて感じました。 

また、保護者アンケートでも、さまざまな「声」を聞かせていただきました。まだ、３学期が残ってい

ますので来年度の話をするのは気が早いのですが、保護者の皆様の「声」を大切にし、来年度の学

校運営を進めていきたいと考えています。ありがとうございました。 

 さて、今日で２学期が終わり明日から冬休みが始まります。「１年の計は元旦にあり」

という言葉があるように、２学期がんばったこと、逆に上手くいかなかったことを振り返

って、３学期や新年の目標を立て、３学期が充実した学校生活となるよう励んでほしい

し、そうなるよう取り組んでいきたいと思います。 

 保護者の皆様、地域の皆様、本年も本校教育活動にご理解とご協力を賜り、ありがとうございま

した。来年もどうぞよろしくお願いいたします。 

しかのだい学級でしめ縄作りをしました。近隣の森林組合の

方に教えていただいて今年で８年目です。粘りとしなりのある

もち米のわらで縄をなっていきました。橙やウラジロ等も飾り

付けました。見本としてご用意いただいた大きなしめ縄飾り

は、学校用としていただきました。来賓玄関に飾り付けます。あ

りがとうございました。 

3年生は社会科で、事故や事件が起こりやすい場所について学習しました。Googleマップで

自宅付近の空撮画像を見ながら、タブレット端末のアプリで手描きの

安全マップを作っていました。「信号があるから、安心」「カーブミラー

と信号がなくて危ない」「ボランティアの人が立ってくれているから安

心」など、日頃歩いていて感じることをかきこんでいきました。各自が

作った絵地図の情報をもとに校区の安全マップにまとめました。 
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最後に、4年生の教室に掲示してあったかるたの句を紹介して、 

今年の締めくくりといたします。良い年をお迎えください。 

「大そうじ はりきりすぎて 足くじく」 

「わくわくする 来てくれるかな サンタさん」 

「暗い夜 夜ふかししてでも サンタ見たい」 

「じょやの鐘 はくりょくあり ゴーンゴーン」 

 

日本漢字能力検定協会の「今年の漢字」に、６年生が応募をしました。社会情勢に広く関心をも

ってほしいと、学校単位でのインターネット応募です。 

廊下で出会った３人の６年生にどんな漢字で応募したのか訊ねてみました。 

「虐」「変」という字で応募した２人は、アイドル事務所や歌劇団で起こった出来事と他国で続く

戦争や紛争を背景に、これまでと違う大きな変化を感じたことや人権が蹂躙され虐げられている

状況に心を痛めたことを理由に挙げました。また、「沸」で応募した子は、今年の沸騰するような異

常な暑さとスポーツで日本中が大いに盛り上がったからだそうです。さすがですね。 

１年生は、チューリップの球根を植えました。球根の形や色

を観察してから鉢に配置を考えて植えていきます。来年の春、

色とりどりの花が咲いて始業式や入学式を華やかに彩る予定

です。登校するとペットボトルのジョウロを手に、水やりにやっ

てくる 1年生。緑色の芽が出始めた球根も現れました。今年

の入学式も昨年度の 1年生が植えたチューリップが子どもた

ちを出迎えてくれました（写真右下）。 

2年生は、1年生が楽しめる遊びのコーナーを作りました。射的やクレーンゲーム、ボーリング、

くねくねすごろく、もぐらたたき、ガチャガチャなど。多目的室に 1年生を

招待した 2年生はルール説明と必死の呼び込みをし、とても張り切って

いました。折り紙で作った景品もたくさん用意しました。ガチャガチャは、

投入口に段ボールのコインを入れてつまみを回すと、カプセル（これは本

物のプラスティック製）が出てくる仕組み。段ボールを材料に細かなとこ

ろにもこだわりと工夫が感じられました。                                        （写真はもぐらたたき） 

5年生の取組フードドライブでは、４日間で缶詰や缶飲料、乾麺、レトルト

食品など段ボール箱いっぱい、約 150点、重さにして３０㎏もの品が集ま

りました。最終日に市役所の方にお預けしました。自分たちができることと

して子どもたちが動き出したことに多くの方が協力して活動の輪に参加し

てくださいました。こうした経験が今後の意欲と自信に繋がるはずです。 

他学年の廊下の壁に、「毎週火曜日昼休みに SDGsの紙芝居をします」

や「食品ロスを減らすために」「しか小じゅんび体そう」と書かれたポスター

が貼られています。自分たちが学んだことを、広く伝える活動です。たとえ小さなことでも自分た

ちができることを続けていくことの大切さを感じます。 


